
エポキシ樹脂系パテ状シール材

「ボンド E390」は、垂直面に使用してもダレのないように変性したエポキシ 
樹脂系常温硬化型のパテ状シール材で、コンクリートや金属への接着性および
充てん性に優れています。コンクリート欠損部、ジャンカの補修、露出鉄筋の 
補修、ひび割れのシール材として適しています。

目詰めシール：ひび割れの目詰めシール補修工事。注入工事や「ボンドシリンダー工法®」のシール。
充てん補修：コンクリートの小欠損部、ジャンカ部、小さな露出鉄筋部の補修工事。
不 陸 調 整：不陸、段差部の調整
接 　 　 着：コンクリート、金属、石材、木材の接着。「ボンドシリンダー工法®」の座金の接着。

■用　途

JIS適合：JIS A 6024（建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂）表示認証を取得しています。
接 着 性：コンクリートや金属への接着性に優れます。
高 強 度：機械的強度および接着強さに優れます。
耐 久 性：耐水性・耐久性に優れます。
作 業 性：パテ状でダレがなく、充てん作業性に優れます。

■特　長

● 施工面は、汚れやサビ、油分などを取り除き乾燥させてください。
● 「ボンド E390」の主剤と硬化剤を2：1（質量比）の混合比で計量し、充分に混合撹拌して使用してく

ださい。
● 一度に混合する量は、可使時間内に使いきれる量にしてください。
● 器具類に付着した樹脂は、硬化する前に有機溶剤でふき取ってください。
● 施工後24時間以上の養生が必要です。養生にあたっては、過度の振動、衝撃、水分などを与えない

ように注意してください。
● 低温時は硬化が著しく遅くなります。原則として5℃以上の環境で使用してください。

■使用方法

■施工例
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JAIA-003908   F ☆☆☆☆
JAIA-400944   4VOC 基準適合

◦JIS A 6024〈建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂〉パテ状エポキシ樹脂適合品
◦〈建築材料・設備機材等品質性能評価事業、建築材料等評価名簿〉記載品

■性　状 項　　目 主　　　剤 硬　化　剤

主　　成　　分 エポキシ樹脂 ポリアミン類

外　　　　　観 灰白色パテ状 灰黒色パテ状

混　　合　　比 主剤：硬化剤＝ 2：1（質量比）

　
JIS A 6024
CE0308038

CERI



■技術データ

●ボンド E390：6kgセット（主剤：4kg、硬化剤：2kg）…… 2セット入り／ 1ケース■梱包容量

※ より詳細な情報はSDSをお読みください。
※ 本品は使用方法・使用条件によって本来の性能を発揮できない場合があります。事前に目的の用

途に適合するか必ず確認の上、ご使用ください。
※ 本品は改良のため性状、性能を変更する場合があります。予めご了承くださいますようお願いい

たします。（記載の性状等は2017年4月現在のものです。不明の点はお問い合わせ願います。）

本品は皮フに付着したり蒸気を吸入すると、かぶれ、中毒やその他の健康障害を起こす恐れがあり
ます。下記の注意事項を守って取り扱ってください。

①本来の用途以外には使用しない。②作業場所は充分に換気する。③眼に入ったり皮フにふれないように注意し、必

要に応じて保護具を着用する。④取り扱い後は、手洗いおよびうがいを充分に行う。⑤異常を感じた時は、必要に応

じて医師の診察を受ける。⑥保管条件：気温5〜35℃、湿度45〜85％。直射日光を避けて保管。使用後密栓。⑦温度

が５℃以下になると極端に硬化が遅くなります。⑧廃棄は法令に従うこと。

■注意事項

1996.12.10000(Ｏ)18-FD
2017. 5.10000(Ｔ)14-SK
2017. 9.10000(Ｔ)14-SK

健康に有害な物質を含有しています。かぶれやすい物質です。■警　告

1. JIS A 6024〈建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂〉パテ状エポキシ樹脂の品質
試 験 項 目 試 験 条 件 品 質 実 測 値

接着強さ A法 ［MPa］ 標準条件B
23±2℃ 6.0以上 10.7

曲げ強さ B法 ［MPa］ 標準条件B
23±2℃ 30.0以上 49.5

圧縮強さ A法 ［MPa］ 標準条件B
23±2℃ 50.0以上 85.7

硬 化 収 縮 率 ［％］ 標準条件B
23±2℃ 3.0以下 1.5

初 期 硬 化 性 ［MPa］ 標準条件F
23±2℃ 2.0以上 16.3

2. 硬化樹脂の性能規格（社内規格値）

試　験　項　目 社 内 規 格 値 試　験　方　法

比　　　 　　　　　　　　　重 1.60 ± 0.10 JIS K 7112

粘　　　　　　　度（ダレ試験） ダレ認めず JIS A 1439

可 　 　 使 　 　 時 　 　 間（分） 75 ± 15 温度上昇法（300g）

圧 縮 降 伏 強 さ（N/mm2） 70 以上 JIS K 7208

引　張　せ　ん　断　接　着　強　さ（N/mm2） 14 以上 JIS K 6850

※養生：20±1℃、（65±5）％・7日間

EテG09-22

http://www.bond.co.jp/

国際単位系（SI）による数値の換算は、1kgf=9.8N、1cP=1mPa･s、1kgf･cm=9.8×10-2J、1MPa=1N/mm2です。
1N/mm2は約10.2kgf/cm2に相当します。

本資料の技術情報、標準処方例は当社の試験、研究に基づいたもので、信頼しうるものと考えますが、記載の諸性能および諸特性などは、材料や使用条件などにより本資料
と異なる結果を生ずることがあります。実際の諸性能、諸特性などについては、ご需要家各位で試験、研究ならびに検討の上、ご使用いただきますようお願いいたします。
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